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Abstract
The Olympic Games, revived in modern times by Pierre de Coubertin, are held in different 
cities around the world. As the modern Olympics have grown in scale, the degree of involvement 
required from the nation-state to which the host city belongs has also increased. The modern 
Olympics are hosted in a selected city and showcase not only the level of sporting ability of the 
host country but also a measure of the degree of civilisation of the host country. Host cities are 
no longer capable of preparing and hosting the Olympics on their own because they require the 
resources of entire states. This study investigates how the Olympics became too large of a 
project for cities to host alone without the support of their states through an examination of the 
bidding process for the Games of the XII Olympiad （1940） and the subsequent assignment of 
the right to host the games, with special attention to the role of Tokyo.
Tokyo, which bid to host the XII Olympiad, created a catchy slogan right at the start of the 
process. The aim of the bid was to promote awareness of Tokyo as the imperial capital of Japan 
through its hosting of the Olympics, both domestically and internationally. This bid was 
considered to come before national politics. It foregrounded the Japan Amateur Athletic 
Association, and attracted the support of the citizens of Tokyo. Tokyo’s bid attracted the interest 
of several individuals and organisations as it advanced. However, at the same time, Tokyo’s own 
initiative began to be abandoned. Although the city initiated the bid creation, it could not 
complete it alone. They had no choice but to delegate what they could not do on their own to 
other individuals or organisations; this weakened Tokyo’s position.
To summarise, although Tokyo began the bid to host the XII Olympiad, it was forced to seek 
support from the national government. This bid demonstrates how the city of Tokyo itself 
played a role in making the hosting of the XII Olympiad impossible without state support.
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されるものとして 1896 年に第 1 回大会がアテネ





































































































































































































































































はロサンゼルスに向けて 7 月 12 日に出発した 30）．
永田は，1932（昭和 7）年 7 月 28 日，29 日に開
















同時期の 7 月 28 日に東京市会が開催された．こ











































7）年 5 月 7 日，すでに清水照男はシベリア経由















を行い，9 月 8 日にサンフランシスコを訪ねた．
9 月 28 日に当地を発ち，デンバー，ソルトレー
クを経て，10 月 5 日にシカゴに到着した．その








また，第 10 回大会において日本は役員 61 名，
選手 131 名を派遣した．前回大会のアムステルダ
ム大会では役員 13 名，選手 43 名であったことと
比較すると，数多くの役員と選手を派遣したとみ
ることができる．この大会での日本選手団の競技
成績を示せば，金メダル 7 個，銀メダル 7 個，銅















































東京市は，1933（昭和 8）年 6 月にウィーンで






























































また，この 5 月 4 日に提示された「オリンピッ





























概算も示され，1933（昭和 8）年度は 20000 円で
内訳は「委員會組織及會議」の 3000 円と「宣傳」
の 17000 円，1934（昭和 9）年度は 100000 円で
内訳は「委員會」の 5000 円と「宣傳」の 45000































を強く求める IOC 会長のラツール 63）をはじめと
する IOC 委員たちから批判の的となった．それ
ゆえ，この年の IOC オスロ総会で第 12 回大会の
開催都市が決定するはずであったが，それは翌





から，7 月 19 日に総理大臣を始めとする各省に
対して支援を正式文書で要請した 65）．さらに，












































第 12 回大会の開催地を決定する IOC ベルリン
総会の第 3 日目は現地時間 7 月 31 日であったが，
その決定は日本時間では日付を超えて 8 月 1 日と
なり，東京市の関係者は市設案内所で票決の結果
を徹夜状態で待っていた．その中で，電話が鳴り，








































手 179 名，役員 70 名が参加し，競技成績につい
ては，金メダル 6 個，銀メダル 4 個，銅メダル
10 個であった．




























































































































































































































































懇談会は 12 月 10 日，14 日，19 日，24 日にも
















1937（昭和 12）年 7 月 7 日，日中戦争がはじ
まると第 12 回東京大会の開催は，にわかに暗雲
が立ち込め，1938（昭和）7 月 14 日，厚生省が













































20 日，第 12 回大会の開催地はヘルシンキに正式
に決定すると，東京市はヘルシンキに祝電を発し，
また，IOC 本部や IOC 委員には東京招致への協
力に感謝する電報を送り108），オリンピックとの













1939（昭和 14）年 11 月 8 日に東京市オリンピッ
ク委員会の解散が正式に決定し 111），1939（昭和



































































































1994 年；Sandra Collins，The 1940 Tokyo 





























『年報首都圏史研究』第 5 号，2015 年，p.62．
5）	 	源川真希『東京市政－首都の近現代史－』日
本経済評論社，2007 年，ⅳ．














































	 	永田秀次郎；1930 年 5 月 30 日－ 1933 年 1 月
25 日．
	 	牛塚虎太郎：1933 年 5 月 10 日－ 1937 年 5 月
9 日．










12）	 	「紀元 2600 年にオリムピックをぜひ日本で　
同時に万国博覧会開催の議　永田市長等で主
唱」『東京朝日新聞』1930 年 12 月 4 日 11 面．
13）	 	高島文雄「日本に於てオリンピックを開催し






15）	 	関東大震災と第 12 回大会の脈絡については，
大林太朗による一連の研究を参照．Taro 
Obayashi，Hisashi Sanada（2017）Recovery 
from the Great Kanto Earthquake of 1923 
through Sport Events in Tokyo, Japan．The 



















の社会教育』第 45 号，2001 年，pp.89-100；
関直規「1920 ～ 30 年代の市民体育の形成過
程と体育指導者の特質：東京市の「夜間体育
実行会」に焦点を当てて」『東洋大学大学院紀









1931 年 12 月 3 日，pp.2217-2218．
20）	 	川本信正によれば，岸が東京招致に積極的で







京朝日新聞』1931 年 11 月 28 日 3 面．
22）	 	「國際オリンピック大會を本市に開催　市民の
輿論を喚起せん」『東京市公報』No.2047，






















京市公報』No.2090，1932 年 3 月 24 日，p.597．
29）	 	同上，p.598．
30）	 	「嘉納氏，羅府へ出発　永田市長の案内状を託










No.2168，1932 年 9 月 22 日，p.1842 を参照．
33）	 	「オリンピック會長に祝電發送を議決」『東京
市公報』No.2146，1932 年 8 月 2 日，p.1491．
34）	 	招請状の文言は，「オリンピック開催の市長イ
ンビテエション」『東京市公報』No.2139，




No.2158，1932 年 8 月 30 日，p.1683 を参照．
35）	 	橋本，前掲書，p.43．
36）	 	「 嘉 納 氏 よ り 經 過 入 電 」『 東 京 市 公 報 』














39）	 	中村哲夫は「第 12 回大会の開催地を決めるの



















熱誠」『東京市公報』No.2162，1932 年 9 月 8 日，
p.1750．
48）	 	「オリンピック東京開催運動いよ〳〵本格的舞
臺へ」『東京市公報』No.2253，1933 年 4 月 25
日，p.724．
49）	 	嘉納が東京市の予算によって IOC 総会に出席
するのは，IOC ウィーン総会の翌年の IOC ア
テネ総会でも同様であった．1934（昭和 9）
年 3 月 20 日，東京市オリンピック委員会は，




日本の IOC 委員が IOC 総会に出席するのは，
1934（昭和 9）年の IOC アテネ総会から IOC
委員になった副島道正も同様であった．1934





年 11 月 20 日，p.2341）．
50）	 	「オリンピック大會東京招致運動經過」『東京







五郎体系』第 13 巻，本の友社，1988 年，p.161）．
52）	 	「オリンピック大會東京招致運動經過」『東京
市公報』No.2738，1936 年 8 月 4 日，p.1482．






京市公報』No.2341，1933 年 11 月 28 日，p.2236．
56）	 	「オリンピックの日本招来，不可能でない　嘉
納氏，元気で帰京」『東京朝日新聞』1933 年
11 月 21 日 3 面．
57）	 	「オリンピックを東京へ新に誘致委員を組織」













研究』第 2 号，2008 年 3 月，p.56）と指摘し
ている．
61）	 	田原淳子「第 12 回オリンピック東京大会招致
のためのムッソリーニに対する説得工作」『日
本体育学会大会号』第 49 号，1998 年，p.167．
62）	 	なお，副島・杉村とムッソリーニの会談から
































請打電」『東京市公報』No.2736，1936 年 7 月
30 日，p.1445．
69）	 	「最終的依頼激勵を打電－明治神宮にも祈願を
こむ」『東京市公報』No.2737，1936 年 8 月 1 日，
p.1462．
70）	 	「七年の勞苦酬ひられて待望のオリンピック東




1936 年 8 月 6 日，p.1498．
72）	 	「微笑む五輪旗　市の祝賀会第 1 日」『東京朝
62
オリンピックスポーツ文化研究　2020. 6　No. 5
日新聞』1936 年 8 月 4 日夕刊 2 面．
73）	 	同上紙，1936 年 8 月 4 日夕刊 2 面．
74）	 	「畏くも久邇宮殿下の台臨を仰ぎ光榮のオリン
ピック祝賀午餐會」『東京市公報』No.2739，




京市公報』No.2740，1936 年 8 月 8 日，p.1517．
77）	 	「東京開催決定の祝電市長室に山積す」『東京
市公報』No.2740，1936 年 8 月 8 日，p.1518．
78）	 	「オリンピック實行委員會－今後は準備方面に
























































年 10 月 21 日．
92）	 	「準備委員会設置に意外市は協力拒絶冠まげた
牛塚市長」『読売新聞』1936 年 10 月 28 日．
93）	 	「オリンピック大會實行委員會－本市の立場を
明にする－」『東京市公報』No.2777，1936 年
11 月 7 日，p.2216．
94）	 	「オリンピック実行委員会　市の態度是認」『東
京朝日新聞』1936 年 11 月 5 日夕刊 3 面．
95）	 	「嘉納翁に聴く　小競合ひはやめよ　私も船中






11 月 19 日，p.2316．
97）	 	東京市役所編，前掲書，pp.62-63．
98）	 	同上書，p.63．


















朝日新聞』1938 年 7 月 15 日 11 面．
105）		「平和克復を待ち次期大會を誘致－市オリン
ピック委員會の聲明」『東京市公報』No.3024，













年 11 月 9 日 7 面．





























文・社会科学』第 45 号，1994 年，pp.111-124
を参照．
（受理日：2020 年 2 月 17 日）
64
オリンピックスポーツ文化研究　2020. 6　No. 5
